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西
宮
市
植
物
生
産
研
究
セ
ン

タ
ー
（
北
山
緑
化
植
物
園
内
）

は
、
市
花
で
あ
る
桜
の
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。
雲
井
町
に
自

生
す
る
桜
を
、
植
物
バ
イ
オ
を

用
い
て
増
殖
・
生
産
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
春
初
め
て
こ
の
桜

が
咲
き
ま
し
た
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

系
に
は
珍
し
い
八
重
咲
き
の
桜

で
す
。

　

こ
の
桜
を
「
西
宮
の
風
土
が

生
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
桜
」
と

し
て
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
愛
称
を
付
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
愛
称
は
、
下

記
５
つ
の
候
補
か
ら
皆
さ
ん
の

投
票
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
愛

称
と
な
っ
た
候
補
名
へ
の
投
票

者
の
な
か
か
ら
抽
選
で
記
念
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
投
票
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
投
票
は
１
人
１
票
。
在
勤

・
在
学
者
も
投
票
で
き
ま
す
。

　

★
投
票
期
間　
　

月　

日
〜

11

10

　

日
30
　

★
投
票
場
所　

同
セ
ン
タ
ー
、

花
と
緑
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
本

庁
舎
８
階
）、
花
工
房
（
リ
ゾ
鳴

尾
浜
内
）
で
。
ハ
ガ
キ
に
よ
る

投
票
の
場
合
は
、
投
票
す
る
愛

称
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
き
、
投
票
期
間
中
（
必
着
）

に
西
宮
市
植
物
生
産
研
究
セ
ン

タ
ー
（
〒
６
６
２�
０
０
９
１

北
山
町
１�
１�
０
７
９
８
・

７
４
・
５
９
７
０
）
へ　

※
市

役
所
本
庁
舎
１
階
、
同
園
内
緑

の
相
談
所
に
も
桜
の
写
真
と
投

票
用
紙
を
置
い
て
い
ま
す
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市
と
教
育
委
員
会
な
ど
は
、

１
年
間
の
人
権
学
習
活
動
の
締

め
く
く
り
と
し
て
「
に
し
の
み

や
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
あ
な
た

の
心
に
と
ど
け
た
い
」
を
開
催

し
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ

ー
ト
」
で
は
音
楽
の
普
遍
性
と

人
権
文
化
に
つ
い
て
考
え
、

「
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」
で
は
、
人

権
学
習
活
動
や
人
権
保
障
に
か

か
わ
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体
が
パ

ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

入
場
無
料
。

　
《
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
》

　
　

月
９
日
午
後
１
時
半
か
ら

12
プ
レ
ラ
ホ
ー
ル
で
。
テ
ー
マ
は

「
音
楽
に
込
め
ら
れ
た
願
い
と

想
い
」。
出
演
は
森
池
日
佐
子

さ
ん
（
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）、
松

本
城
洲
夫
さ
ん
（
司
会
・
解
説
）

ほ
か
。
日
本
歌
曲
や
オ
ペ
ラ
の

ア
リ
ア
な
ど
を
、
詩
や
メ
ロ
デ

ィ
ー
の
も
つ
意
味
な
ど
の
解
説

と
と
も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

定
員
３
０
０
人
。
申
込
は　

月
11

　

日
か
ら
中
央
公
民
館
（
０
７

14９
８
・
６
７
・
１
５
６
７
）へ
。

先
着
順
。　

※
託
児
あ
り（
対
象

は
２
歳
以
上
。
要
お
や
つ
代
。
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定
員　

人
。
申
込
は　

月　

日

20

11

14

〜　

月
２
日
に
。
先
着
順
）

12

　
《
ふ
れ
あ
い
の
広
場
》

　

各
催
し
の
開
催
時
間
な
ど
詳

し
く
は
中
央
公
民
館
（
０
７
９

８
・
６
７
・
１
５
６
７
）
へ
問

合
せ
を
。

　

★
日
時
・
会
場　
　

月
９
・

12

　

日
（
パ
ネ
ル
展
示
は
４
日
〜

10
　

日
）
に
プ
レ
ラ
に
し
の
み
や

10４
階
フ
ロ
ア
で

　

★
内
容　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
、

講
座
、
ビ
デ
オ
＆
ト
ー
ク
、
子

ど
も
映
画
会
、
手
話
・
要
約
筆

記
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
、

パ
ネ
ル
展
示
な
ど　

　

市
は
、「
駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（　
11

月　

日
〜　

日
に
実
施
）
を
行

11

17

い
、
放
置
自
転
車
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
の
放
置
は
、
ま
ち
の
美

観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
歩

行
者
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
、

特
に
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ

る
人
に
と
っ
て
は
、
事
故
を
招

く
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

と
て
も
危
険
で
す
。
そ
こ
で
、

駅
周
辺
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

の
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す

　

市
内
主
要
駅
周
辺
で
毎
年
実

施
し
て
い
る
調
査
に
よ
る
と
、

昨
年
も
３
０
０
０
台
を
超
え
る

自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
駅
周
辺
で
自
転
車
を
駐
輪

す
る
と
き
は
、
自
転
車
駐
車
場

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

利
用
者
の
多
い
駅
で
は
自
転
車

駐
車
場
が
満
車
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
近
距
離
や
急

い
で
い
な
い
と
き
に
は
自
転
車

を
使
用
し
な
い
で
歩
く
な
ど
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
「
み
ん
な
で
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
守
り
、
放
置
自
転
車
の
な
い

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。
問
合
せ
は
交
通

安
全
対
策
課
（
０
７
９
８
・
３

５
・
３
８
９
８
）
へ
。
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月　

日
は
、「
ユ
ニ
セ
フ

11

13

カ
ッ
プ
２
０
０
５
西
宮
国
際
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
開
催
（
雨
天

決
行
）
に
と
も
な
い
、
コ
ー
ス

周
辺
を
交
通
規
制
し
ま
す
（
下

地
図
参
照
）。
当
日
は
午
前　
10

時
（
国
道　

号
側
道
は
８
時
）

43

か
ら　

時
５
分
ご
ろ
ま
で
、
車

11

両
の
通
行
と
歩
行
者
の
横
断
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
駐
車

車
両
は
レ
ッ
カ
ー
車
で
移
動
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
０
７
９
８
・
７
４
・
０
５
５
４
）

へ
。
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「
お
母
さ
ん
、
今
日
の
給
食
、

ピ
ビ
ン
パ
や
っ
て
ん
で
！
」
息

子
が
小
学
生
の
こ
ろ
、
私
の
顔

を
見
る
な
り
嬉
し
そ
う
に
言
い

ま
し
た
。
祖
父
か
ら
数
え
て
在

日
４
世
に
な
る
息
子
に
、
一
番

受
け
継
が
れ
て
い
る
祖
国
の
文

化
は
、
何
と
言
っ
て
も
食
べ
物

で
す
。

　

私
の
幼
い
こ
ろ
、
貧
し
い
な

が
ら
も
、
春
に
な
れ
ば
大
阪
城

に
タ
ン
ポ
ポ
や
ヨ
モ
ギ
を
摘
み

に
出
か
け
、
ナ
ム
ル
や
韓
国
の

ヨ
モ
ギ
餅
を
作
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
夏
は
キ
ュ
ウ
リ
の
冷
た

い
ス
ー
プ
、
秋
は
梨
を
す
り
お

ろ
し
た
タ
レ
で
焼
肉
、
冬
は
ト

ッ
ク
や
チ
ゲ
が
楽
し
み
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
キ
ム
チ
は
漬
物
に
も

料
理
の
素
材
に
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
卵
や
の
り
は
、
こ

っ
く
り
と
し
た
ゴ
マ
油
で
焼
か

な
く
て
は
物
足
り
な
い
…
こ
の

よ
う
な
自
分
の
食
文
化
を
、
日

本
の
友
人
と
共
有
し
て
楽
し
む

機
会
は
、
残
念
な
が
ら
最
近
ま

で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
す
。

辛
い
と
言
わ
れ
た
り
、
見
か
け

に
な
じ
み
が
な
い
た
め
か
、
あ

ま
り
お
い
し
そ
う
に
箸（
は
し
）

を
進
め
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
学
校
給
食
で
ピ
ビ
ン
パ
が

出
さ
れ
た
り
、
学
童
保
育
で
キ

ム
チ
を
漬
け
る
よ
う
に
な
る
と

は
、予
想
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

皆
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
「
辛
い
」

と
い
っ
て
ほ
と
ん
ど
口
に
さ
れ

な
か
っ
た
韓
国
料
理
を
「
お
い

し
い
」
と
感
じ
て
く
だ
さ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
。
他
文
化
へ
の
偏
見
か
ら
自

由
に
な
れ
ば
、
味
覚
も
解
放
さ

れ
、
お
い
し
さ
を
あ
り
の
ま
ま

に
感
じ
取
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
の
、

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
と
言
わ
れ
る
人

た
ち
の
食
文
化
も
、
さ
ぞ
奥
深

い
も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
ジ
ア
の
国
の
人
た
ち
が
自
国

の
料
理
を
持
ち
寄
る
集
ま
り
に

出
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
大

変
「
口
福
」
な
時
間
で
し
た
。

　

ピ
ビ
ン
パ
給
食
の
時
間
、
息

子
は
友
だ
ち
や
先
生
と
、
ほ
か

の
韓
国
料
理
の
好
物
に
つ
い
て

も
話
が
は
ず
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

あ
な
た
も
お
近
く
の
外
国
人
に
、

故
郷
の
料
理
を
一
つ
紹
介
し
て

も
ら
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

問
合
せ
は
秘
書
・
国
際
課（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
４
７
２
）

へ
。

　

市
は
、　

歳
以
上
の
女
性
を

40

対
象
に
「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併

用
乳
が
ん
検
診
」
を
指
定
医
療

機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
視
触
診
と
乳
房
の
Ⅹ
線
撮

影
。
な
お
、
２
年
に
１
回
の
受

診
に
な
り
ま
す
。
次
の
指
定
医

療
機
関
４
機
関
で
予
約
の
う
え
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
問
合
せ

は
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
（
０
７
９

８
・
３
５
・
３
１
２
７
）へ
。

　
【
指
定
医
療
機
関
】県
立
西
宮

病
院
（
０
７
９
８
・
３
４
・
５

１
５
１
）、
市
立
中
央
病
院
（
０

７
９
８
・
６
４
・
１
５
１
５
）、

西
田
ク
リ
ニ
ッ
ク（
０
７
９
８
・

６
８
・
３
４
５
６
）、
平
井
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
０
７
９
８
・
３
８
・

１
６
０
１
）

　
【
料
金
】１
７
０
０
円
。　

歳
70

以
上
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
は

受
診
前
に
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
に

連
絡
を
（
無
料
券
を
送
付
）

は
広
報
グ
ル
ー
プ（
０
７
９
８
・

３
５
・
３
４
８
７
）
へ
。

　
�
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者

の
指
定
取
消　

問
合
せ
は
経
営

管
理
課
（
０
７
９
８
・
３
５
・

３
６
４
９
）
へ
▽
指
定
辞
退
…

近
畿
水
道
設
備（　

月
1
日
付
）、

10

竹
内
建
設
（　

月　

日
付
）
▽

10

14

有
効
期
限
切
（　

月
1
日
付
）

10

…
金
光
建
設
、
第
一
管
工
、
嶋

本
商
会
、
佐
野
設
備
、
伸
和
設

備
工
業

日
ま
で
、
狩
猟
が
解
禁
に
な
り

ま
す
。
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は

ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
防
止
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。
入
山
者
の

皆
さ
ん
も
、
山
の
中
へ
は
目
立

つ
服
装
で
入
山
す
る
な
ど
、
十

分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
土
・

日
曜
日
な
ど
は
ハ
ン
タ
ー
が
集

中
し
ま
す
の
で
、
特
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
阪
神
南
県
民
局
農

林
課
（
０
６
・
４
８
６
８
・
５

０
９
２
）
へ
。

　
�
兵
庫
県
最
低
賃
金
の
お
知

ら
せ　

９
月　

日
か
ら
最
低
賃

30

金
の
時
間
額
が
６
７
９
円
に
な

り
ま
し
た
。
問
合
せ
は
兵
庫
労

働
局
賃
金
課
（
０
７
８
・
３
６

７
・
９
１
５
４
）
へ

　
�
年
末
調
整
説
明
会　
　

月
11

　

日
午
後
１
時
半
か
ら
市
民
会

28館
ア
ミ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
。
対
象

は
源
泉
徴
収
義
務
者
。
税
務
署

か
ら
送
付
さ
れ
た
書
類
の
持
参

を
。
問
合
せ
は
西
宮
税
務
署

（
０
７
９
８
・
３
４
・
３
９
３
０
）

へ

　
「
に
し
の
み
や
テ
レ
ホ
ン
ガ

イ
ド
ま
ち
知
る
べ《
０
７
９
８
・

２
２
・
３
４
５
６
》」
は
、　

月
11

　

日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

20時
ま
で
停
止
し
ま
す
。
問
合
せ

 　

日
か
ら
狩
猟
解
禁

15
　
　

月　

日
か
ら
来
年
２
月　

11

15

15

　
�
武
庫
川
新
春
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会　

来
年
１
月
８
日
に
西

宮
市
側
武
庫
川
河
川
敷
で
。
３

・
５
・　

㌔
、
ハ
ー
フ
。
対
象

10

は
小
学
生
以
上
。
要
参
加
費
。

申
込
は　

月　

日
ま
で
。
雨
天

11

30

決
行
。
申
込
方
法
な
ど
問
合
せ

は
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
兵
庫

（
０
７
８
・
５
７
５
・
４
８
８
５
）

へ
　
�
障
害
者
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

・
新
生
会
印
刷
所
の
年
賀
状
印

刷　

料
金
は　

枚
ま
で
２
６
２

50

５
円
（
税
込
み
・
１
色
刷
り
）。

　

枚
ご
と
に
４
２
０
円
増
（
税

50込
み
）。
限
定
多
色
刷
り
あ
り
。

申
込
は　

月　

日
ま
で
に
新
生

12

20

会
印
刷
所
（
０
７
９
８
・
３
５

・
５
３
０
４
）
へ

◆
市
か
ら

◆
官
公
署
か
ら

◆
そ
の
他

　会期中、阪急西宮北口駅南西バス
ターミナル（降車専用バス停）とJR
西ノ宮駅北側（バスロータリーを出
て西側）から会場までの区間、無料
シャトルバスを運行します。運行
時間は30分に1本程度。
　問合せは、のじぎく兵庫国体西宮
市実行委員会（0798・35・3579 …
国体運営グループ内）へ。　  

開催日／11月16日～20日
会場／市立中央体育館

のじぎく兵庫国体
ボクシング競技リハーサル大会

《
愛
称
候
補
》

「雲井  曙   桜      」
くもいあけぼのざくら

「 夙川 うつり
しゅくがわ

 紅桜 」
べにざくら

「 夙川雲井桜 」
しゅくがわくもいざくら

「 夙川舞桜 」
しゅくがわまいざくら

「 西宮雲井桜 」　　
にしのみやくもいざくら

最新の西宮オリジナル植物「桜」

愛称候補に投票を！
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
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に
し
の
み
や
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」な
ど
に
ご
来
場
を

放
置
自
転
車
の
な
い

　
  
ま
ち
づ
く
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
実
施

指
定
医
療
機
関
で
の

ユニセフカップ2005
西宮国際ハーフマラソン

11月13日
　　開催

交通規制にご協力を
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併
用

乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

ま
ち
知
る
べ

　

月　

日
は
停
止

11

20

（第75回全日本アマチュアボクシング選手権大会）

内なる国際化を考える
～みんなちがって、みんないい～③

弁護士　 梁  
ヤン

 英子 
ヨンジャ

お
い
し
い
と
感
じ
る
心

八
重
咲
き
の
桜
で
す


